
学校司書研修＆ブックフェア
～わくわく学校図書館ブックフェアの開催～

基本データ
（数値は令和５年現在）

テーマ

取 組 概 要

取 組 詳 細

住所

島根県松江市内中原町
52番地

 
人口 約64.8万人

職員数（うち有資格者数）
35人（28人）

蔵書数
約90万冊

島根県立図書館（島根県） https://www.library.pref.shimane.lg.jp/

取組の成果と今後

図書館と書店等が連携して行う特色ある読書活動・行事

島根県立図書館が実施する学校司書研修にあわせて、書店主催による「わくわく学校図書館
ブックフェア」を実施することで、学校司書が直接本を手に取って選書できる機会を提供する。

＜取組の経緯＞
■ 学校司書研修を実施する中で、学校司書に選書の重要性を体感してもらう機会がほしいと考えていた。

そうした中、平成25年度から今井書店が主体となって、山陰各所で「わくわく学校図書館フェア」を実施して

いたことから、学校司書研修の日程に合わせてブックフェアを開催してもらうことにし、平成3１年度から共同で
実施することになった。

＜特徴＞
■ 研修会場の近辺にブックフェア用の会場を確保することで、学校司書が研修の合間にも来場できるように
している。

■ 書店側では、来場者の意見を取り入れて翌年の展示に反映させるなど、学校司書の生の声を得ることが
できる機会となっている。

■ 県立図書館が毎年発行している推薦図書リスト「おすすめしたいこどものほん」に掲載している新しく入った
本をピックアップし、特設コーナーを設けて紹介している。

ブックフェア会場 選書中の参加者 県立図書館発行の推薦図書リストに
掲載されている本の展示

・店頭でなかなか手にす
ることの少ない調べ学習
向けの児童書の中身を
直接見ることができ、購
入の際の選書に役立つ
ことから、学校司書に大
変好評。

・書店側は、研修の日程
に合わせることで一定の
参加者数が見込め、後
日、図書の販売につな
がる可能性がある。

（図書館、書店側双方に
メリットがある取組だが、
学校司書研修の見直し
に伴い、共同での実施は
令和５年度で一旦終了）
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